
課題1 地力の低下
・10年間以上作付無し

課題2 客土農地の重機での踏圧
・踏圧によりほ場が堅く締まっている

課題3 ほ場の不陸
・最大±36mm以上の高低差あり

課題4 水もちが悪い
・肥料の効きが悪い
・除草剤の効きが悪い

１ 営農再開に向けた支援
（１） 営農再開時の技術的課題

① 作付け再開から数年間は、他のほ場や震災前のほ場と比較して生育が
劣る場合があります。

② 野生鳥獣による生産物への直接的な被害の他、畦畔やほ
場の掘り起こし等による被害があります。

【参考図】
不陸が認めら
れたほ場の状
況例

課題5 鳥獣による生産物への直接的な被害
・イノシシやサルにより被害が増加

課題6 鳥獣により畦畔が損傷
・水田の水が抜けてしまう恐れ
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営農再開前々年 営農再開前年 営農再開1年目 営農再開2年目 営農再開3年目

【営農再開時における技術対策事業の活用例】

課題1
地力の低下

課題2
客土農地の踏圧

課題3
ほ場の不陸

課題4
水もちが悪い

課題5
鳥獣被害

課題6
鳥獣による
畦畔損傷

【対策】堆肥や酸度矯正資材の施用による地力回復を実施
【支援事業】表土剥ぎ除染を行った農地では地力状況により再開前々年度〜翌々年度まで最大3年間実施可能

【実施時期】

【対策】客土と既存作土が混和できるような深耕とそれに伴う均平や除礫を一体的に実施
【支援事業】同一農地では単年度に限り実施可能
【実施時期】

地力状況により実施

【対策】ほ場の均平化のために、大型機械（レーザーレベラー等）による乾土均平作業を実施
【支援事業】再開の前々年度〜翌々年度までの５年間のうち連続する２年間実施可能。直播等は３年間可能

【支援事業】作付け開始前年度または作付け開始年度
(4/20まで）のいずれか１回追加的代かき

【支援事業】作付け開始翌年度
(4/20まで）までのいずれか１回漏水対策資材

【対策】鳥獣のほ場内への侵入を防ぐための防止柵の設置、捕獲用の箱わな等の設置等の総合的対策を実施
【支援事業】被害防止活動の実施に要する経費を総合的に支援
【実施時期】

【対策】水田において獣害等により損傷を受けた畦畔等の修復作業を実施
【支援事業】水稲の作付け再開前年度、新たに作付再開する水田、作付再開して間もない水田が対象
【実施時期】

※作付再開後は侵入防止柵を設置した水田が対象

※補助事業の要件、内容等は変更になる場合があります。実施する年度ごとに御確認願います。

【対策】ほ場の均平化や耕盤再形成のために、通常行う作業に追加して代かき作業を実施
ほ場の耕盤を再形成させるために必要な漏水対策資材（ベントナイト）を散布

【実施時期】

直播等は３年間可能
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経営モデルの前提条件
組織経営体、主たる従事者６名、臨時雇用は労働力が不足する場合の人数とした。
所得は市町村基本構想の主たる従事者１人当たり460万以上（500万×6名＝3000万程度に設定）
経営試算は地方別営農類型（相双）エクセルデータを基にした。(飼料作物は県南）

各品目の収量の目安

水稲（移植・密苗）： 510kg/10a
水稲（直播・飼料用米）：550kg/10a
大豆：150kg/10a
小麦：500kg/10a
ブロッコリー：1 t/10a
タマネギ：5 t/10a
ネギ（夏秋）：2 t/10a
ネギ（秋冬）：3.5 t/10a

２ 各経営類型ごとの経営モデル（組織経営体）
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２ 各経営類型ごとの経営モデル（個別経営体）
経営モデルの前提条件
個別経営体、主たる従事者１名、補助従事者１名の２名での家族経営、臨時雇用は労働力が不足する場合の
人数とした。
所得は市町村基本構想の主たる従事者１人当たり590万以上に設定
経営試算は地方別営農類型（相双）エクセルデータを基にした（飼料作物（県南））

各品目の収量の目安

水稲（移植・密苗）： 510kg/10a
ブロッコリー：1 t/10a
タマネギ：5 t/10a
ネギ（夏秋）：2 t/10a
ネギ（秋冬）：3.5 t/10a

※ 各数値は、令和４年１０月に相双農林事務
所農業振興普及部と双葉農業普及所で作成し
たものです。
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３ 本年の水稲の生育経過

＜耕種概要＞

・調査ほ場：相馬市
・供試品種：コシヒカリ、天のつぶ
・移 植 日：５月１０日
・苗の種類：稚苗
・栽植密度：30cm×16cm（20.8株/㎡）
・施 肥 量：5kg/10a（コシヒカリ）、 8kg/10a（天のつぶ）

【参考】福島県農業総合センター浜地域研究所調査結果

生育経過

草丈 茎数 葉数 葉色 草丈 茎数 葉数 葉色 稈長 穂長 穂数

（cm） （本/㎡） （葉） （SPAD） （cm） （本/㎡） （葉） （SPAD） （cm） （cm） （本/㎡）

29.9 416 7.0 37.4 86.1 618 11.4 31.4 99.9 19.4 408

(81) (75) (-0.9) (-4.9) (105) (90) (0.0) (-1.8) (102) (102) (94)

31.4 352 6.9 40.4 79.3 601 11.2 38.0 76.5 18.9 464

(79) (64) (-0.7) (-4.5) (108) (89) (＋0.2) (-1.5) (102) (104) (90)

※（　）内数値は、草丈・茎数・稈長・穂長・穂数が平年比（％）、　葉数・葉色が平年差を示す。

天のつぶ

品種

移植1ヶ月後（6/14） 最高分げつ期（7/19） 成熟期

コシヒカリ
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３ 本年の水稲の生育経過
生育ステージの推移

本年 前年差 平年差 本年 前年差 平年差 本年 前年差 平年差

（月日） （月日） （月日）

コシヒカリ 7/21 +2 +3 8/10 +3 +2 9/24 -2 -4

天のつぶ 7/11 +2 +2 8/3 +3 +1 9/20 -2 -3

※前年差と平年差の－は平年より早いことを示す。

品種

幼穂形成期 出穂期 成熟期

コシヒカリ 天のつぶ
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４ 本年の浪江町における稲作の課題
（１）移植栽培
一部の品種で1等米比率が低い 詳細は次ページ以降

（２）直播栽培
べんモリ直播のほ場で出芽不良が見られました。
水が入っていた期間が長く、酸素不足になった可能性があ
ります。

出典：「水稲べんモリ直播マニュアル」（農研機構 九州沖縄農業研究センター）
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数量（俵） 比率（%） 数量（俵） 比率（%） 数量（俵） 比率（%）
天のつぶ 1,374 100 0 0 0 0
コシヒカリ 317 48.6 335.5 51.4 0 0
こがねもち 0 0 60 100 0 0

１等 ２等 ３等
品種名

５ 本年産米の品質について（11/21現在)
（１）カントリーエレベーター以外で乾燥調製した玄米について

１等米比率：81.0%
その内訳

（２）カントリーエレベーターで乾燥調製した玄米について
11/21時点で全量１等

未熟粒には白未熟が多く、
一部で斑点米・胴割米が
見られました。

コシヒカリの落等理由について
未熟粒 形質 青未熟

数量（俵） 317.5 11 7
比率（%) 94.6 3.3 2.1
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（１）白未熟粒とは・・・
登熟期の高温などの気象条件や稲体の栄養不足により、

玄米中のデンプンの蓄積が阻害されて白く濁って見える
玄米のことです。

整粒 乳白粒 心白粒 基部
未熟粒

腹白
未熟粒 背白粒

６ 白未熟粒の発生要因と対策について
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６ 白未熟粒の発生要因と対策について
（２）白未熟粒の主な発生要因
① 登熟期間中（特に出穂後２０日間）の気温が高い

② 水ストレス（フェーン現象、早期落水）の発生
③ 稲の栄養不足

令和４年度の浪江町の日平均気温（アメダス 浪江地点より）
コシヒカリの出穂期前後

に高温の日が多く、高温が
影響した可能性があります。

一方、それ以降は概ね
27℃を下回っており、気温
以外の要素が関わっている
可能性があります。

④ 土壌条件（作土層・土壌肥沃度）
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６ 白未熟粒の発生原因と対策について
（３）白未熟粒対策
① 作土層は15cm以上を目安
作土層が浅いと根が十分に伸びず、気象条件や水不足の影響を受け

やすくなります。
一度に深くするとこれまでの基肥量では不足しがちになるので、１

〜２cmずつを目安に深くしましょう。

② 土づくりの実施
堆肥の施用・土壌改良資材など。
福島県施肥基準：牛糞堆肥 １t/10a

土壌改良資材 ケイカル160kg/10a・ようりん40kg/10a
または

ケイカリン 60kg/10a

③ 移植時期を遅らせる
出穂期を後ろにずらすことで、登熟期間中に高温にあう可能性を減

らします。
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５ 白未熟粒の発生要因と対策について
④ 登熟期間中の水管理
高温時は用水の掛け流しを行いま

しょう。用水が不足している場合は、
飽水管理（ひたひた水）を行いま
しょう。
早期落水は登熟不良・白未熟粒多

発の要因となるので避けましょう

水管理のイメージ図

⑤ 追肥
一般的に出穂期頃の追肥は食味を下げるために好ましくありませんが、

葉色が淡くその後も高温が予想される場合は、基肥一発肥料を施用してい
る場合でも追肥（窒素成分：1.5kg/10a）を行いましょう。

（参考）コシヒカリにおける追肥の判断の目安
判断時期 判断の目安

SPAD値 32以下
カラースケール 3.5以下

出穂10日前頃

［落水］

湛水
（水深3～4cm）

間断かんがい
高温時：掛け流し

（飽水管理）

出　穂　期 登　熟　期

出穂30日以降

飽水管理の様子
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